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り災証明申請期間（5/31 まで）

絵本の持つ力

行政からのお知らせ２まちの話題今
月
の
内
容

行政からのお知らせ１2― 7

■区長会議が開催されました
■鉾田市議会議員一般選挙のお知らせ
■市有地売払いのご案内
■震災被災者無料法律相談の実施
■細菌性髄膜炎予防接種のお知らせ
■平成23年度予算　ほか

 8 ― 9

■入学式、それぞれの第一歩
■サッカーで元気を！
■東関東自動車道設計協議確認で調印式
■大洋出張所に高規格救急車配備
■ JAかしまなだミニトマト銘柄産地を更新
■第2の災害、風評被害との戦い

1 0― 1 2

■鉾田市職員採用試験のお知らせ
■「からだスッキリ教室」参加者募集
■市営住宅（スカイタウン）入居者募集
■市民農園　利用者募集中
■農業用使用済廃プラ収集の登録受付
■軽自動車税の減免申請について　ほか

　

市
内
で
も
、『
ど
ん
ぐ
り
の
会
』『
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
の

会
』『
ふ
る
さ
と
の
会
』
な
ど
の
団
体
が
、
小
学
校
や
保
育

施
設
な
ど
で
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
立
図
書
館

で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
が
『
お
た
の
し
み
会
』
と
題

し
、
毎
月
第
一
土
曜
日
の
午
後
1
時
30
分
か
ら
子
ど
も
た
ち

に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

4
月
20
日
、
鉾
田
第
一
保
育
所
に
『
本
と
あ
そ
ぼ
う

お
は
な
し
隊
』
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
一
行
は
「
絵
本

を
通
じ
て
元
気
を
お
届
け
し
た
い
」
と
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
で
全
国
を
訪
問
。
到
着
し
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の

車
体
に
は
子
ど
も
た
ち
を
引
き
つ
け
る
ペ
イ
ン
ト
が
施

さ
れ
、
荷
台
の
本
棚
に
は
、
色
と
り
ど
り
の
絵
本
が
並

ん
で
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ッ
プ
を
登
る
と
そ
こ
は
夢
の
世
界
。
子
ど
も
た

ち
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
「
ど
れ
に
し
よ
う
か
な
ー
」

「
ぼ
く
こ
れ
に
し
よ
う
」「
よ
み
お
わ
っ
た
ら
ぼ
く
に
か

し
て
」
と
絵
本
を
選
び
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
前
に
用

意
さ
れ
た
読
書
ス
ペ
ー
ス
で
、
友
達
と
車
座
に
な
っ
て

読
ん
だ
り
、
寝
そ
べ
っ
て
読
む
な
ど
お
も
い
お
も
い
に

絵
本
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

楽
し
み
方
の
一
つ
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
に
変
身
？

　

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の
本
を
手
に
し
た
男
の
子
が
、
突
然

変
身
ポ
ー
ズ
。
周
り
に
い
た
園
児
た
ち
も
変
身
。
み
ん

な
元
気
に
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
に
な
り
き
り
ニ
ッ
コ
リ
。
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
同
じ
よ
う
な
光
景
が
見
ら
れ
、
な
ん
と

も
微
笑
ま
し
い
空
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

遊
戯
室
で
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
絵
本
や

紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
「
で
ん
し
ゃ
で
い
こ

う
」「
し
ゅ
く
だ
い
」「
か
え
う
た
こ
い
の
ぼ
り
」「
3

び
き
の
子
ぶ
た
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

読
み
聞
か
せ
が
始
ま
る
と
子
ど
も
た
ち
は
集
中
し
て

物
語
に
聞
き
入
り
、
笑
い
を
誘
う
場
面
で
は
、
本
当
に

楽
し
そ
う
に
は
じ
け
る
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

3
月
11
日
に
発
生
し
た
大
地
震
。
未
だ
頻
繁
に
余
震

が
発
生
し
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
テ
レ

ビ
や
新
聞
を
見
れ
ば
連
日
被
害
の
状
況
な
ど
が
報
道
さ

れ
、
長
引
く
震
災
は
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
に
与
え
る
影

響
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

園
児
た
ち
が
見
せ
て
く
れ
た
笑
顔
は
、
絵
本
に
は
子

ど
も
た
ち
を
元
気
に
さ
せ
る
不
思
議
な
力
が
あ
る
と
い

う
証
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

絵
本
の
力
っ
て
す
ご
い
！

ち　か　ら

【東日本大震災にかかるり災証明申請】
◆申請期間　平成 23年 5月 31 日（火）まで
　　　　　　　（受付時間 8:30 ～ 17:15）
　　　　　　  ※平日のみの受付となります。
◆申請場所　
    市災害対策本部（市福祉事務所 2階）
　旭市民センター
　大洋市民センター（ふる里見聞館）
　※印鑑と被害の状況写真をご持参ください。
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鉾田市議会議員一般選挙
投票日 6 月 26 日（日） 投票時間

午
前7 時 ▶ 午

後6 時告示 6月 19 日（日）
【期日前投票】
●期間　６/20（月）～ 25（土）　   ●投票時間　 8:30 ～ 20:00
●投票所　 鉾田市役所・旭地区学習等供用施設・大洋公民館

私の、あなたの
未来のために。

投票に
行こっ

！

鉾田市選挙管理委員会　☎ 33-2111（内線）1222・1223問

平
成
23
年
第
2
回

鉾
田
市
議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

◆
開
会　

5
月
30
日
（
月
）
10
時
か
ら

　

鉾
田
市
役
所　

3
階　

市
議
会
議
場

　
　

※
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

傍聴を希望する方は、日程を議会事務局に
ご確認のうえ、お越しください。

市議会事務局　☎ 33-2111（内線）1311問

立候補予定者説明会
日時　5/10（火）10:00 ～ 12:00
場所　鉾田保健センター 2階
　　　　　　　　　講義・研修室

鉾田市区長会役員（敬称略）

平成23年度　区長名簿（敬称略）

会長 白井忠夫
副会長 白田庫夫
〃 額賀元康
監事 飯塚經廣
〃 小沼友藏
〃 小野敏夫
幹事 皆藤茂樹

幹事 中根忠良
〃 黒田一次
〃 大槻幸治
〃 秋山　林
〃 田山重雄
〃 堀田正衛
〃 平沼義和

幹事 井川信義
〃 長峯　薫
〃 冨田哲夫
〃 小沼洋之助
会計 栗田　仁
〃 椎木健一郎

【鉾田支部】
桜本 田島隆勝
七軒町 栗原　修
新鉾田 小沼　洋
横町 箕輪好洋
古宿 青野正男
新町 皆川義夫
旭町 大和岑生
御城 吉見賴能
仲須 大和田勝雄
西町 井坂正三
本橋町 髙野德一
上宿 黒田一次
昭和町 中城惠一
本町 高橋忠夫
塔ヶ崎 長峯　薫
西台 額賀昭治
安房南 方波見好雄
安房北 方波見邦夫
安房高野 菊谷　博
靭負 白井忠夫
上諏訪 平沼義和
柏熊 大貫政好
高田 小室伊久男
串挽上 小沼洋之助
串挽下 伊東　良
堀の内 若林　豊
野友 岡里　洋
半原 秋山　林
西半原 野原忠男
借宿新田 藤井保雄
粟野 粟野嘉彦
借宿 二重作茂兵衛
須賀 鬼沢市平
青柳 小島　泱
郡境 井村安雄
烟田 塙　衞
玄生 井川修一
小高根 井川信義
宮内 中村　守
安塚 髙柳勝則
田中 藤野達也
青山 山口喜成
大竹 髙柳正和
美原 和田光敏
岡堀米 飯塚政雄
下荒地 飯塚經廣

白塚 塙　良一
紅葉 市毛宏知
大川 海老澤忠次
菅野谷 細谷勇一
大和田 井川　勲
上冨田 冨田榮作
藤沼 佐伯冨士夫
下冨田 冨田茂穂
鳥栖本郷 小島　新
鳥栖新田 鬼澤　榮
新里 冨田哲夫
寄居 海老原政美
当間 太田　廣
坂戸 大槻幸治
飯名 髙野和夫
秋山 田山重雄
駒木根 鬼澤　健
徳宿新田 川上保正
徳宿本郷 山口傳左衛門
東野 菊地　博
南野 松本一男
石八戸 川又　淑
額相 堀田正衛
大戸 佐伯　平
舟木 今泉和介
【旭支部】
上釜 関根源三
沢尻 大津俊之
荒地 米川　武
箕輪東 井川完條
箕輪西 白田庫夫
下太田 亀山武雄
上太田 飯島武男
田崎 中野日出男
和岡 富田省三
大神 小沼正義
下鹿田 小沼友藏
上鹿田 入江道男
大沼 髙田賢太郎
飯田 佐々木晴美
造谷第一 江沼　博
造谷第二 江沼正治
造谷第三 矢澤冨一
三和 佐藤義徳
子生 皆藤茂樹
子生第二 曽我部昭男

玉田 冨岡一夫
野田 酒井宗衛
常磐第一 石橋正二
常磐第二 笹目保雄
勝下新田 田山光政
冷水 石田　潔
西勝下 栗田　仁
勝下 田口光一
樅山 川﨑慶三
滝浜新田 芝　武
滝浜 小野瀬信夫
柏熊新田 平沼政義
湯坪 石﨑　明
【大洋支部】
札 倉川陽好
江川 小森喜幸
中居 風間　守
上幡木 額賀政志
下沢 小沼宗二
堺釜 柴田　孝
京知釜 小見孝二
飯島 川部谷保
高釜 高橋　操
田子沼 小野敏夫
組塚 東峰一明
荒地 菅谷幸夫
上沢 菅谷健一
大蔵 和泉　慶
田塚 額賀元康
阿玉 藤﨑秀夫
梶山 高野武夫
二重作 中根忠良
台浜第一 小沼淳一
台浜第二 永井　司
台浜西部 小沼美喜雄
濁沢 飯島戰勝
汲上上宿 田中次男
汲上下宿 椎木健一郎
椎之内 大山　清
別所釜 飯島健一
町山 高野久夫
武与釜 菅谷彰男
吾妻原 高橋吾喜夫
青山小角台 水上　茂

平成
23
年度

　

４
月
22
日
、
鉾
田
市
区
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
平
成
22
年
度
を
も
っ
て
区
長
を
退
任
さ
れ
た
方
々
へ
の
感
謝

状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
鬼
沢
市
長
か
ら
平
成
23
年
度
の
市
予
算
と
事
業
計
画
に
つ
い
て

説
明
が
な
さ
れ
、
財
政
健
全
化
へ
の
理
解
と
市
政
へ
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

区
長
会
議
の
後
、
鉾
田
市
区
長
会
総
会
が
開
か
れ
、
平
成
23
年
度
事
業
計
画
の

承
認
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

年度

区
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

退職区長へ感謝状贈呈

※この名簿は、4月 22 日現在の
　区長を掲載しました



広報ほこた H23.5

2011.53
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18

242

■
申
込
期
間
（
土
日
祝
日
除
く
）

　
　

５
月
６
日
〜
６
月
３
日

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時

　

申
請
窓
口
：
財
政
課

■
入 

札

　

日
時
：
６
月
７
日
15
時

　

場
所
：
市
役
所
３
階

　
　
　
　

第
３
会
議
室

　

方
法
：
一
般
競
争
入
札

地積：212.00㎡（約64坪）
地目：雑種地
予定価格：752,600円
用途地域：無指定

【
物
件
３
】

所
在
地　

大
蔵
字
南
ノ
内

　
　
　
　
　
　
　

２
４
３
番
２

参加資格　 指定期間内に、土地代金
の支払が可能な個人また
は法人

詳しくは、市ホームページ又は財政
課までお問合わせください。
（市ホームページ）
http://www.city.hokota.lg.jp/

地積：412.56㎡（約125坪）
地目：宅地
予定価格：8,003,664円
用途地域：第1種住居地域

【
物
件
２
】

所
在
地　

新
鉾
田
西
２
丁
目

　
　
　
　

３
番
６

地積：218.06㎡（約66坪）
地目：宅地
予定価格：5,037,186円
用途地域：第1種住居地域

【
物
件
１
】

所
在
地　

新
鉾
田
西
２
丁
目

　
　
　
　

２
番
11

市
有
地
売
払
の

ご
案
内

市
役
所　

財
政
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１
（
内
線
）
１
２
３
１

問

■■注射手数料・・・3,500円注射手数料・・・3,500円
　　（内訳）狂犬病予防注射料     2,950円（内訳）狂犬病予防注射料     2,950円
　　　　   注射済票交付手数料　550円　　　　   注射済票交付手数料　550円
　※未登録犬の場合・・・5,500円　※未登録犬の場合・・・5,500円
　　　　（登録料2,000円含む）　　　　（登録料2,000円含む）

市
役
所　

生
活
環
境
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
内
線
）
１
１
３
４

狂
犬
病
予
防
注
射　

　

  （
春
季
）
を
実
施

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
毎
年
１
回
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
実
施
期
間
】　

5
／
19
（
木
）
〜
5
／
28
（
土
）

【
実
施
場
所
】

　

各
地
区
の
集
落
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
な
ど
で
実
施
し
ま
す
。

登
録
犬
が
予
防
注
射
未
接
種
の
場
合
は
、
日
時
・
場
所
を
記
載

し
た
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
未
登
録
犬
の
場
合
に
は
、
生

活
環
境
課
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
接
種
場
所
… 

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
で
き
る
だ
け
お
近
く
の

会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
動
物
病
院

で
も
予
防
注
射
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
際
に
も
、
今
回
送
付
さ
れ
る
ハ
ガ
キ
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

◇
登　
　

録
… 

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
を
接
種
す
る
と
き
に
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
届　
　

出
… 

飼
い
犬
が
死
亡
し
た
時
は
、届
出
が
必
要
で
す
。

生
活
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

忘れず
に

連れて
行って

ね！

●
犬
の
糞
を
放
置
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
！

↓
通
行
者
や
土
地
の
持
ち
主
が
不
快
な
思
い
を
し
ま
す
。

　

外
で
排
便
し
た
時
は
、
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

●
犬
の
放
し
飼
い
も
い
け
ま
せ
ん
！

↓ 

人
に
咬
み
つ
い
た
り
、
驚
か
せ
て
ケ
ガ
を
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
散
歩
の
際
は
、
必
ず
引
き

綱
を
つ
か
い
ま
し
ょ
う
。

●
鑑
札
・
注
射
済
票
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

↓ 

迷
子
札
の
代
わ
り
に
な
り
ま
す
。
迷
子
に
な
っ
て
も

札
に
書
い
て
あ
る
市
町
村
名
と
登
録
番
号
か
ら
飼
い

主
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

犬
を
飼
う
と
い
う
こ
と

　

私
た
ち
の
生
活
に
お
い
て
、
犬
や
ね
こ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
心

を
癒
し
潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
か
け
が
え
の
な
い

ペ
ッ
ト
た
ち
も
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
や
し
つ
け
に
よ
っ
て
は
、
周

囲
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
市
役
所
に

ペ
ッ
ト
に
関
す
る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は
正
し
い
マ
ナ
ー
や
し
つ
け
を
心
が

け
、
愛
情
と
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

問

国勢調査結果（速報） 鉾田市の人口平成 22年 10 月 1日

平成 22年
10 月 1日の人口　５０，１６１人
　　　　　　　　　  （－８９３人）
　　　　  世帯数　１６，９４６世帯

平成 22 年 10 月 1日の
国勢調査にご回答いただきあり
がとうございました。
　速報値が公表されましたので
お知らせします。

※

※（ ）内は平成 17年国勢調査から平成 22年
国勢調査までの人口増減数
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２
つ
の
ワ
ク
チ
ン
で

２
つ
の
ワ
ク
チ
ン
で

　
　
　
　

細
菌
性
髄
膜
炎

　
　
　
　

細
菌
性
髄
膜
炎
を
予
防

を
予
防
！！

【
対
象
者
】

生
後
２
か
月
〜
５
歳
未
満 

【
接
種
期
間
】

平
成
23
年
4
月
1
日
〜
平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で

《
こ
の
期
間
は
公
費
（
無
料
）
で
受
け
ら
れ
ま
す
。》

市
役
所　

健
康
増
進
課

鉾
田
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
３
３
〜
３
６
９
１

旭
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

☎
３
７
〜
１
４
１
１

大
洋
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
３
９
〜
４
８
６
６

問

Hib
(インフルエンザ菌 b型 )

60.3%

肺炎球菌

31.1%

その他
8.6％

細菌性髄膜炎の原因は？

Hib と肺炎球菌が、細菌性髄膜炎のおもな原因です。

Hib
ワクチンで
　　　予防

肺炎球菌
ワクチンで
　　　予防

日本での細菌性髄膜炎の原因の約 90％が、Hib（ヒブ：インフルエン

ザ菌 b型）と肺炎球菌です。どちらの菌でかかるかわからないため、

両方ともワクチンを打って予防することが大切です。

　

細
菌
性
髄
膜
炎
と
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
多
く
の
子
ど
も
た
ち

の
ノ
ド
や
鼻
の
奥
に
す
み
つ
い
て
い
る
身
近
な
菌
で
あ

る
Hib
（
ヒ
ブ
：
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）
や
肺
炎
球
菌

な
ど
の
細
菌
が
、
体
力
や
抵
抗
力
が
落
ち
た
時
な
ど
に
血
液

の
中
に
入
り
、
脳
や
脊
髄
を
包
む
髄
膜
の
奥
ま
で
入
り
込
ん

で
お
こ
る
病
気
で
す
。
と
き
に
命
に
か
か
わ
っ
た
り
、
重
い

後
遺
症
が
残
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
毎
年
約
千
人
の
子
ど
も
が
細
菌
性
髄
膜
炎
に

か
か
り
、
そ
の
内
、
約
50
人
が
死
亡
し
、
約
200
人
が
脳
神
経

障
害
な
ど
の
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

細
菌
性
髄
膜
炎
は
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
予
防
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。「
Hib
ワ
ク
チ
ン
」
と
「
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」

の
2
つ
を
接
種
し
て
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

【
接
種
医
療
機
関
に
持
参
す
る
も
の
】

○
予
診
票
（
あ
ら
か
じ
め
記
入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

　

※
保
護
者
自
署
欄
の
記
入
が
な
い
と
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
母
子
健
康
手
帳

○
保
険
証

接種開始時期 回数 接種スケジュール

ヒ

ブ

生後 2か月～ 7か月
未満 4回

　　　4 ～ 8 週間後　　　4 ～ 8 週間後　　おおむね 1年後

1 回目　　　 2 回目　　　3回目  4 回目
生後 7か月～ 1歳

未満 3回
　　　4～ 8週間後　　おおむね 1年後

1 回目　　　 2 回目　　　3回目

1歳～ 5歳未満 1回 1回のみで終了

小
児
用
肺
炎
球
菌

生後 2か月～ 7か月
未満 4回

　　　　28 日以上　　　 28 日以上　

1 回目　　　 2 回目　　　3回目  4 回目
生後 7か月～ 1歳

未満 3回
　　　　28 日以上　　　　60 日以上

1 回目　　　 2 回目　　　3回目

1歳～ 2歳未満 2回
　　　   60 日以上

1 回目　　　 2 回目

2歳～ 5歳未満 1回 1回のみで終了

接種方法（接種開始時期によって違います）

※ 接種スケジュールは、接種開始年齢によって違いますので、詳しくはかか

りつけ医にご相談ください。

ワクチン

Hib

ワクチン
肺炎球菌
小児用

【細菌性髄膜炎】おもな原因で
ある Hib（ヒブ：インフルエン
ザ菌 b型）と肺炎球菌。それぞ
れのワクチンを打つことで、子
どもたちをこわい細菌性髄膜炎
から守ることができます。

総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課

　

☎
０
５
７
０
〜
０
９
０
１
１
０

市
役
所　

総
務
課
秘
書
室

　

☎
３
３
〜
２
１
１
１
（
内
線
）
１
２
１
２

春
の
特
設
行
政
相
談

　

国
の
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て

ご
意
見
ご
要
望
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
行
政
相
談
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

鉾
田
市
で
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
3
名
の
行

政
相
談
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
5
月
は
、
毎
月
の
定

例
行
政
相
談
の
ほ
か
、
特
設
行
政
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

　

ご
相
談
は
、
無
料
、
秘
密
厳
守
で
行
っ
て
い
ま
す
。

【
特
設
行
政
相
談
】

●
5
月
9
日
（
月
）
旭
学
習
等
供
用
施
設　

研
修
室
2

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

●
5
月
11
日
（
水
）
鉾
田
中
央
公
民
館　
　

1
階
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　

17
時
〜
19
時

●
5
月
20
日
（
金
）
大
洋
保
健
セ
ン
タ
ー　

会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

【
定
例
行
政
相
談
】

●
日
時
：
毎
月
第
2
水
曜
日
17
時
〜
19
時

●
場
所
：
鉾
田
中
央
公
民
館　

1
階
会
議
室

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
注
意

・
接
種
当
日
の
注
意

　
　

① 

注
射
後
30
分
以
内
に
呼
吸
困
難
・
シ
ョ
ッ
ク
・
じ
ん
ま
疹
な
ど
急
な
副
反
応
が
起

こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
様
子
を
観
察
し
、
激
し
い
運
動
は
避
け
て
下
さ
い
。

　
　

② 

変
わ
っ
た
こ
と
が
な
け
れ
ば
入
浴
は
で
き
ま
す
が
、
注
射
部
位
を
こ
す
ら
な
い

様
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
接
種
後
の
副
反
応
に
つ
い
て

　
　

① 

接
種
後
、
接
種
部
位
の
発
赤
、
は
れ
、
2
日
以
内
の
全
身
の
発
疹
、
発
熱
、
が

み
ら
れ
ま
す
。
通
常
は
一
時
的
な
も
の
で
数
日
で
消
失
し
ま
す
。

　
　

② 

接
種
後
、
非
常
に
ま
れ
で
す
が
、
24
時
間
以
内
の
急
な
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
や

シ
ョ
ッ
ク
症
状
、
７
日
以
内
の
脳
・
神
経
症
状
、
21
日
以
内
の
脳
・
神
経
症
状

等
が
み
ら
れ
ま
す
。

※ 
通
知
は
4
歳
未
満
の
方
に
発
送
し
ま
し

た
。
4
歳
以
上
で
ご
希
望
の
方
は
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

60 日以上あけて、
12 ～ 15 か月

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す

◆
日　
　

時

　
　
　

○
5
月
13
日
（
金
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
　

○
5
月
14
日
（
土
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場　
　

所　

鉾
田
中
央
公
民
館

◆
相
談
時
間　

1
人
20
分

◆
相
談
人
数　

先
着
24
人
／
日

◆
対
象
者　

市
内
在
住
者

　
　
　
　
　
（
相
談
は
震
災
に
関
す
る
こ
と
）

市
役
所　

災
害
対
策
本
部　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

問

問



広報ほこた H23.5

2011.55

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
見
直
し
ま
す

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
見
直
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
市
で
は
、
旧
町
村
地
域
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
た
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
継
承
し
、
農
業
振

興
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」（
農
振
法
）
に
基
づ
き
、
農
業

の
健
全
な
発
展
を
目
指
し
、
自
然
条
件
、
土
地
利
用
の
動
向
、
人
口
・
産
業
な
ど
の
将
来
展
望
を
考
え
な
が
ら
、

優
良
農
地
を
確
保
・
保
全
し
、
農
用
地
の
効
率
的
な
利
用
を
図
る
た
め
、
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
に
か

け
て
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
（
農
振
計
画
）
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
今
回
の
見
直
し
に
よ
り
鉾
田
市
全
域

の
計
画
と
し
て
策
定
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
は
、
農
用
地
と
し
て
利
用

す
る
た
め
の
「
農
用
地
区
域
」
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
農

用
地
区
域
内
の
農
地
は
、
原
則
と
し
て
農
業
以
外
の
目
的
に

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
を
、
や
む
を
得
ず

農
業
以
外
の
目
的
に
利
用
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
に
基
づ

く
農
地
転
用
の
許
可
申
請
前
に
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
手

続
き
（
農
振
除
外
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

農
用
地
利
用
計
画
を
変
更
（
農
振
除
外
）
す
る
と
き
に
は
、

「
農
振
除
外
５
要
件
」
を
す
べ
て
満
た
し
、
さ
ら
に
関
係
法

令
の
許
可
見
込
み
が
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
役
所　

産
業
経
済
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

市
役
所　

産
業
経
済
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
１
６
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
１
６
３

問

「
農
振
除
外
５
要
件
」

①
農
用
地
区
域
以
外
に
代
替
す
べ
き
土
地
が
な
い
こ
と
。

　

・
農
用
地
以
外
の
土
地
と
す
る
こ
と
が
必
要
か
つ
適
当
な
土
地
か
？

　

・
農
用
地
区
域
以
外
の
地
域
に
お
い
て
代
替
す
る
土
地
が
な
い
か
？

② 

農
業
上
の
効
率
的
か
つ
総
合
的
な
利
用
に
支
障
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

　

・
周
辺
農
用
地
の
営
農
環
境
へ
の
支
障
が
軽
微
か
？

　

・
農
地
の
集
団
性
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
か
？

　

・
土
地
利
用
上
の
混
在
が
生
じ
な
い
か
？

③ 

土
地
改
良
施
設
等
の
有
す
る
機
能
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
な
い
こ
と
。

　

・
農
業
用
用
排
水
施
設
の
分
断
や
排
水
の
阻
害
な
ど
の
お
そ
れ
が
な
い
か
？

④
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
完
了
後
８
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

　

・
事
業
の
実
施
中
ま
た
は
事
業
実
施
完
了
公
告
後
８
年
未
満
で
は
な
い
か
？

⑤ 

担
い
手
に
よ
る
農
用
地
利
用
集
積
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
な
い
こ
と
。

【
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
に
つ
い
て
】

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
の
た
め
の

支
援
に
つ
い
て

N
H
K
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

N
H
K
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
の
方
へ

■
支
援
を
受
け
ら
れ
る
世
帯

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
N
H
K
の
放
送
受
信
料

が
全
額
免
除
と
な
っ
て
い
る
世
帯
。

①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
う
け
て
い
る
世
帯

② 

障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ
世
帯
全
員
が
市
町

村
民
税
非
課
税
の
措
置
を
受
け
て
い
る
世
帯

③
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
世
帯

■
支
援
の
内
容

①
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー（
1
台
）を
無
償
で
給
付
し
ま
す
。

　

 　

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
1
台
あ
れ
ば
、
現
在
ご
使
用

中
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
1
台
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
で
き
ま
す
。
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
は
、
基
本
的
に

担
当
者
が
お
住
ま
い
ま
で
訪
問
し
て
設
置
し
ま
す
。

② 

ア
ン
テ
ナ
工
事
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
無
償
で
工
事

を
行
い
ま
す
。

　

 　

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
設
置
の
み
で
は
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
が
視
聴
で
き
な
い
場
合
は
、
屋
外
ア
ン
テ

ナ
な
ど
の
無
償
改
修
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、
共

同
受
信
施
設
ま
た
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
し
て

い
る
世
帯
の
必
要
最
低
限
の
改
修
経
費
な
ど
も
負
担

し
ま
す
。

申
込
期
限　

平
成
23
年
7
月
24
日

　
　
　
　
　

申
込
方
法　

 

申
込
書
の
希
望
を
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ご
希
望
部
数
を
送
付
し
ま
す
。

　

http://w
w
w
.chidejishien.jp

　

☎
０
５
７
０
〜
０
３
３
８
４
０
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
４
４
〜
９
６
９
〜
５
４
２
５

　
【
受
付
時
間
】
平
日
９
時
〜
21
時　

土
日
祝
日 

９
時
〜
18
時

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
へ

■
支
援
を
受
け
ら
れ
る
世
帯

　

世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
措
置
を
受
け

て
い
る
世
帯
。

※ 

N
H
K
と
放
送
受
信
契
約
を
結
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
支
援
の

申
込
後
に
速
や
か
に
N
H
K
と
放
送
受
信
契
約
を
結
ん
で
く
だ

さ
い
。

※ 

既
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
で
き
る
世
帯
は
、
支
援
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

■
支
援
の
内
容

①
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
1
台
）
を
無
償
で
給
付
し
ま
す

　

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
1
台
あ
れ
ば
、
現
在
ご
利
用

中
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
1
台
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
で
き
ま
す
。
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
は
、
お
住
ま
い

へ
配
送
し
ま
す
。

※
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
は
ご
自
身
で
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

ア
ン
テ
ナ
の
工
事
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
、
ご
自
身

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

② 

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
設
置
方
法
と
操
作
方
法
を
電

話
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

申
込
期
限　

平
成
23
年
7
月
24
日

　
　
　
　
　

申
込
方
法　

 

申
込
書
の
希
望
を
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ご
希
望
部
数
を
送
付
し
ま
す
。

　

http://w
w
w
.chidejishien.jp

　

☎
０
５
７
０
〜
０
２
３
７
２
４
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
４
３
〜
３
３
２
〜
２
５
２
５

　
【
受
付
時
間
】
平
日
９
時
〜
21
時　

土
日
祝
日 

９
時
〜
18
時

　農振除外の申出受付は、年３回予定されていますが、
農振計画の見直し作業により、平成 24年度は農振除
外の手続きを一時停止いたします。事業計画のある
方は、平成 23年度の受付期間にお申し出ください。

●平成 23年度市協議会開催と申出受付期間

【今後のスケジュール】

市協議会開催月 申出受付期間

平成 23 年 6 月 平成 23 年 5月 2日～ 31 日

平成 23 年 10 月 平成 23 年 9月 1日～ 30 日

平成 24 年 2 月 平成 24 年 1月 4日～ 31 日

※ 転用目的、場所によっては、除外できない場合もあり
ます。
※ 申出から除外となるまでに約 6か月の期間が必要とな
りますので、早めに準備をしてください。

総
務
省　

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

問

総
務
省　

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

問
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平
成
23
度
予
算

歳
出

歳入

一般会計

▲ ▲ ▲ ▲ 歳入

歳出一般会計

▲ ▲ ▲ ▲

目的別歳出内訳

性質別歳出内訳

事
業
の
「
選
択
と
集
中
」
で

　
　
　

財
政
規
律
を
重
ん
じ
た
市
政
運
営

　

平
成
23
年
度
予
算
は
、
引
き

続
き
「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
の
「
選

択
と
集
中
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

真
に
市
民
が
望
む
「
市
民
満
足

度
」
の
高
い
施
策
に
対
し
、
重

点
的
か
つ
効
率
的
な
財
源
配
分

に
努
め
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
１
７
６
億
３
，
０
０
０
万
円

【
歳
入
】

　

地
方
公
共
団
体
が
、
そ
の
仕
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
経
費
を
賄
う
も
の
が

収
入
で
、そ
の
団
体
の
会
計
年
度
に
お
け
る
一
切
の
収
入
を
歳
入
と
い
い
ま
す
。

▼
市
税
…
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。（
市
民
税
、
固
定

資
産
税
、
た
ば
こ
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
）

▼
地
方
交
付
税
…
市
町
村
の
財
政
力
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、

普
通
交
付
税
と
特
別
交
付
税
が
あ
り
ま
す
。
地
方
交
付
税
は
、
団
体
間
の
財

政
力
の
不
均
衡
を
な
く
し
、
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
が
行
え
る
よ
う
、
国
税
（
所

得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税
、
た
ば
こ
税
）
と
し
て
集
め
ら
れ
た
財
源

の
う
ち
、
一
定
割
合
の
額
を
、
地
方
公
共
団
体
に
再
配
分
す
る
も
の
で
す
。

▼
市
債
…
市
の
借
入
金
（
借
金
）
で
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
ま
す
。

公
共
施
設
建
設
の
よ
う
に
一
時
的
に
多
額
の
経
費
を
必
要
と
し
、
か
つ
長
期

間
に
わ
た
っ
て
利
用
で
き
る
も
の
の
財
源
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

▼
国
庫
支
出
金
…
市
が
行
う
特
定
の
事
業
に
対
し
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

で
、
国
庫
負
担
金
、
国
庫
補
助
金
、
国
庫
委
託
金
の
３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

▼
県
支
出
金
…
市
が
行
う
事
業
に
対
し
て
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
通

常
は
使
途
が
特
定
さ
れ
ま
す
。

▼
繰
入
金
…
積
立
金
（
基
金
）
の
取
り
崩
し
金
や
他
の
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

た
お
金
で
す
。

【
性
質
別
歳
出
】

　

地
方
公
共
団
体
の
経
費
を
性
質
別
に
分
類
し
た
も
の
で
、
義
務
的
経
費
（
人

件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
で
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
経
費
）、
投
資
的

経
費
（
普
通
建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
事
業
費
で
道
路
や
公
共
施
設
の
建
設

な
ど
行
政
水
準
の
向
上
に
か
か
る
経
費
）、
そ
の
他
の
経
費
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

▼
人
件
費
…
報
酬
や
給
与
な
ど
で
す
。

▼
扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者
、
児
童
、
心
身
障
害

者
な
ど
に
行
う
支
援
の
た
め
の
経
費
で
す
。

▼
公
債
費
…
市
の
借
金
な
ど
を
償
還
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

▼
普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
や
公
共
施
設
の
新
増
設
に
必
要
と
さ
れ
る
経
費
で
す
。

▼
災
害
復
旧
事
業
費
…
災
害
で
被
災
し
た
も
の
を
復
旧
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

▼
物
件
費
…
賃
金
、旅
費
、交
際
費
、需
用
費
な
ど
消
費
的
性
質
を
も
つ
経
費
で
す
。

▼
維
持
補
修
費
…
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
を
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
で
す
。

▼
補
助
費
等
…
市
か
ら
他
の
団
体
な
ど
に
対
し
て
行
政
上
の
目
的
で
支
払
う

経
費
で
す
。
報
償
費
（
講
師
謝
礼
金
な
ど
）、役
務
費
（
保
険
料
な
ど
）、負
担
金
・

補
助
金
及
び
交
付
金
（
助
成
金
な
ど
）
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

▼
積
立
金
…
財
政
運
営
を
計
画
的
に
す
る
た
め
、
財
源
変
動
に
備
え
て
積
立

て
る
経
費
で
す
。

▼
繰
出
金
…
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基
金
と
の
間
で
、
相
互
に
資
金
運
用

を
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

【
目
的
別
歳
出
】

　

地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
業
を
目
的
別
に
分
類
し
た
も
の
で
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
水
準
や
行
政
上
の
特
色
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
議
会
費
…
議
会
運
営
の
経
費
で
す
。

▼
総
務
費
…
行
政
全
般
の
事
務
な
ど
に
関
す
る
経
費
で
す
。

▼
民
生
費
…
障
害
者
、高
齢
者
、子
育
て
支
援
、医
療
費
助
成
な
ど
の
経
費
で
す
。

▼
衛
生
費
…
環
境
保
全
、
疾
病
予
防
、
健
康
増
進
な
ど
の
経
費
で
す
。

▼
農
林
水
産
業
費
…
農
林
水
産
業
振
興
の
た
め
の
経
費
で
す
。

▼
商
工
費
…
商
工
業
や
観
光
の
振
興
の
た
め
の
経
費
で
す
。

▼
土
木
費
…
道
路
や
河
川
、
公
園
な
ど
社
会
資
本
整
備
の
た
め
の
経
費
で
す
。

▼
教
育
費
…
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の
充
実
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費
で
す
。

▼
公
債
費
…
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
た
お
金
（
市
債
）
の
元
金
・
利
子
や

一
時
借
入
金
の
利
子
を
支
払
う
た
め
の
経
費
で
す
。

▼
予
備
費
…
予
算
編
成
で
予
期
し
な
か
っ
た
支
出
に
対
応
す
る
た
め
の
科
目
で
す
。

　歳入は市税などの「自主財
源」と国や県などに頼った「依
存財源」に大きく分けられま
す。この自主財源が多いほど、
行政活動の自主性と安定性が
確保されます。鉾田市の自主
財源は約 31％にとどまってい
る状況です。
　自主財源のうち市税の計上
額は約 45 億 4 千 5 百万円、
前年と比べて約 7 百 50 万円
増（前年度比 0.2% 増）となっ
ています。その一方で依存財
源のうち地方交付税は 63 億
円、約 4億 2千 6百万円増（前
年度比 7.3% 増）となりました。

　
「
性
質
別
」
と
「
目
的
別
」
の
２
つ
の
グ
ラ
フ
は
、
共
に
一
般
会
計
の

歳
出
を
表
し
て
い
ま
す
。
目
的
別
歳
出
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準

や
行
政
上
の
特
色
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
性
質
別
歳
出
に
は
、

支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
「
義
務
的
経
費
」
と
行
政
水
準
向
上
に

か
か
る
経
費
の
「
投
資
的

経
費
」
が
あ
り
ま
す
。
歳

出
に
占
め
る
「
義
務
的
経

費
」
の
割
合
が
高
く
な
る

ほ
ど
硬
直
し
た
財
政
と
な

り
ま
す
。

　

鉾
田
市
は
、
歳
出
に
占

め
る
「
義
務
的
経
費
」
の

割
合
は
約
51
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

前
年
度
の
予
算
と
比

較
す
る
と
、
主
な
増

減
は
、
扶
助
費
が
約

８
億
２
千
６
百
万
円
の

増
、
普
通
建
設
事
業
費

が
６
億
５
千
１
百
万
円

の
減
、
物
件
費
が
約

１
億
７
千
８
百
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

用

語

解
説
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一人ひとりの健康と安
心を支える地域づくり

主な事業をピックアップ

特別会計・企業会計 予算額　※（　）は前年度比
国民健康保険特別会計 7,527,107千円    （＋1.7%）
老人保健特別会計 0円（△100.0%）※特別会計の廃止
後期高齢者医療特別会計 396,130千円    （△2.6%）
介護保険（保険事業勘定）特別会計 3,432,137千円    （＋8.0%）
介護保険（サービス事業勘定）特別会計 10,877千円    （＋0.7%）
農業集落排水事業特別会計 532,296千円    （△23.2%）
公共下水道事業特別会計 723,526千円  （＋0.9%）

水道事業会計
収益的支出 1,120,256千円    （△0.8%）
資本的支出 770,780千円（＋6.8%）

特別会計・企業会計地方債・基金残高
　市債残高は、合併特例債事業の進展により、市債の発行が見込まれ増加
傾向にあります。基金については、将来の負担に対応すべく、原則、取り
崩しは行わず積立の強化を図っています。

基金（貯金）残高推移

Ｈ17年度決算額 約31億円

Ｈ18年度決算額 約46億円

Ｈ19年度決算額 約53億円

Ｈ20年度決算額 約61億円

Ｈ21年度決算額 約75億円

Ｈ22年度見込額 約96億円

市債（借金）残高推移

Ｈ17年度決算額 約282億円

Ｈ18年度決算額 約291億円

Ｈ19年度決算額 約288億円

Ｈ20年度決算額 約287億円

Ｈ21年度決算額 約291億円

Ｈ22年度見込額 約310億円

　特別会計・企業会計予算合計は前年度比 1.7％増の 145 億 1,311 万円
となっています。介護保険（保険事業勘定）特別会計では、8.0％の増となっ
ていますが、これは保険給付費などが増えたことによるものです。

震災復旧補正予算
　東日本大震災の復旧事業を盛り込んだ補正予算（11億 7,400 万円）を
編成し、4月 14 日付けで専決処分しました。まだ予算未計上分の災害復
旧工事費があることから、最終的な災害復旧費の総額は約 30億円にのぼ
るものと想定しています。

次代の農業を中心
とした力強い産業
づくり

自然を感じる快適で
安全な生活空間づくり

個性と多様性を尊び、
地域文化をはぐくむ
ひとづくり

市民を主役とする
協働のまちづくり

・大洋総合支所改築事業　　 5,261 千円
・鉾田市総合計画後期
　   基本計画策定事業　　　 6,316 千円
・情報文書事業
　（市ホームページ更新）　　6,624 千円
・まちづくり推進事業　　　 2,120 千円
・相続人代表者調査事業　　 7,850 千円
・次期評価替の準備事業　   10,931 千円
・人権教育事業　　　　　　     478 千円

・住宅手当緊急特別措置事業   6,523 千円
・地域生活支援事業　                34,455 千円
・障害者基本計画
　障害福祉計画策定事業           3,111 千円
・高齢者クラブ活動事業　          4,318 千円
・医療福祉事業　　　　　　   10,825 千円
・保育所緊急整備事業　　　   22,500 千円
・待機児童解消推進事業　　　 7,776 千円
・予防接種事業　　　　　　   90,710 千円
・自殺対策緊急強化事業　　     1,425 千円
・健康増進事業　　　             106,999 千円
・生活習慣病予防対策事業　　 1,520 千円

・農業振興事業　　　　　   63,382 千円
・営農支援指導事業　　　   26,166 千円
・地域資源付加価値
　　　　　　    向上事業    　 3,654 千円
・鉾田うまかっぺフェスタ
   　　　　　     開催事業       10,763 千円
・消費者行政活性化
　　　　　　    基金事業   　  2,990 千円
・地域再生発見ＰＲ事業　　 1,352 千円
・観光資源魅力向上事業　   13,714 千円
・水産業振興事業　　　　　 2,718 千円
・畜産業振興事業　　　　   15,037 千円

・（仮称）文化複合施設
　　　基本計画策定事業　    9,122 千円
・のびのび児童生徒推進事業      22,544 千円
・サイクル交付金事業   　    61,000 千円
・中学校耐震補強及び
                大規模改造事業　   23,100 千円
・鉾田北中学校
                    校舎改築事業 　     5,250 千円
・公民館運営事業                       4,944 千円
・ブックスタート事業　　   　  695 千円
・スポーツ振興事業　　 　　 6,593 千円
・学校給食センター整備事業 111,242 千円

・交通安全施設設置事業          9,857 千円
・環境衛生事業                               250 千円
・浄化槽整備事業　　　　   57,806 千円
・温室効果ガス排出抑制事業         589 千円
・農道整備事業　　　　　   60,246 千円
・市道維持補修事業　　　 103,730 千円
・市道整備事業　  　　　1,205,315 千円
・消防施設整備事業　　　   95,307 千円
・農業集落排水整備事業 　393,065 千円
・公共下水道整備事業　　 659,800 千円
・上水道整備事業　　　　 770,780 千円

【主な補正予算の内容】
・民生費（災害援護資金貸付金など）     159,755 千円
・農林水産業費（市産野菜放射能分析委託料など）
　　　　　　　　　　　　　　　 1,635 千円
・消防費（災害対策本部経費）　  30,360 千円
・災害復旧費（道路災害復旧工事、下水道応
急修繕、エコパーク災害復旧工事、クリーン
センター災害復旧工事、ほっとパーク災害復
旧工事、学校施設災害復旧工事　など）
　　　　　　　　　　　　　　975,663 千円
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まちの
話題

　3月 30 日、鹿島アントラーズのMF小笠原選手、FW興
こう
梠
ろき
選手、GK八

木選手、MF 梅鉢選手、DF 昌
しょうじ
子選手とスクールコーチが、第一保育所に

震災被害の慰問に訪れました。同保育所には、地割れや液状化現象などの
地震被害により通園できなくなった第二保育所の園児たちも通園。当日は、
選手と園児たちが鬼ごっこやミニゲームで交流しました。園児たちとサッ
カーを楽しんだ小笠原選手は「たくさん練習すればアントラーズでプレー
出来るようになれます。元気を出してサッカーを続けてください」と園児
たちを励ましてくれました。
　鹿島アントラーズでは、水戸ホーリーホック、県サッカー協会と連携し
「WIHT HOPE プロジェクト」を立ち上げ、被災地の訪問活動やチャリティー
グッズの販売、募金活動などを行い被災地を応援してくれています。

大洋出張所に

高規格救急車配備

　JA かしまなだトマト部会のミニトマトが県青果
物銘柄産地指定で更新され、指定証交付式が 4月
14 日、市役所で行われました。
　同部会のミニトマトはオリジナルブランド「あま
エル」。出荷時期は（春トマト）５月下旬～８月上旬、 
（抑制トマト）８月中旬～１１月下旬。生産者がこ
だわりをもって栽培しています。

JA かしまなだミニトマト
銘柄産地を更新

　桜の花が咲く季節を迎えた 4月、市内の小学 1年生 381 名、中学 1年
生 461 名、幼稚園入園児 168 名の入学（園）式が行われました。
　震災により体育館が使用できない鉾田北中では、隣接する鉾田北幼稚園
のホールで入学式を行いました。式典で櫻井邦彦校長は「目標に向かって
何事にも努力し、悔いの残らない中学生活を送ってください」と新入生に
エールを贈られました。また、生徒代表の 3年生からも歓迎の言葉が贈
られ、ちょっと大きめの制服に身を包んだ新入生は、希望を胸に目を輝か
せながら耳を傾けていました。中には、鉾田北幼稚園（平成 16 年 4月 14
日創立）の第 1回卒園生も含まれており、その卒園生達は「懐かしいです」
「幼稚園の頃仲の良かった友達と、またここで再会できました」と入学の
喜びと再会の喜びに満ちた顔で話してくれました。
　鉾田北中以外にも震災の影響により、鉾田南中が JA かしまなだ本店大
ホール、旭中が格技場、巴第一小、大和田小、上島西小、白鳥東小も体育
館が使えないため音楽室などを会場に入学式が行われました。

入学式、それぞれの第一歩

　（社）日本自動車工業会から、「交通事故被害など
の救命に」と寄贈された高規格救急車が、4月 5日、
鉾田消防署大洋出張所に配備されました。
　高規格救急車は、救急救命士の行う処置が十分に
できるように、通常の救急車に比べ活動しやすい車
内空間と救急救命に必要な資機材が搭載されていま
す。今回の配備により、鉾田市では 3台の高規格
救急車が運用されることになり、救命救急体制の強
化が図られました。

サッカーで元気を！
アントラーズ、ホームタウンを応援

東関東自動車道　
鉾田～茨城空港北 IC 間

設計協議確認で調印式

　4月 20 日、東関東自動車道（鉾田～茨城空港北間）
設計協議調印式が市役所で行われ、鬼沢市長とネクス
コ東日本関東支社水戸工事事務所の沖田竜司所長が
調印を行い確認書が取り交わされました。調印式に先
立って行われた、東関東自動車道水戸線市対策協議会
では、鉾田～茨城空港北 IC 間は平成 27 年度の開通を
目指し、早ければ今年度末頃から用地買収が開始され
ると説明がありました。

鉾田北中

当間小 つばさ幼稚園

茨城空港北 IC 上空から
鉾田市方面を撮影
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Breakthrough
突破する力

第２の災害、風評被害との戦い

　4月 2日、民主党の岡田克也幹事長が鉾田市を訪れ、放射性物質検出の
影響で出荷制限を受けている鉾田市内のホウレンソウ栽培農家の視察と、
地元の関係団体からのヒアリングを行いました。
　視察先となった、ホウレンソウ栽培農家の坂田正彦さん方のハウスでは、
出荷できないホウレンソウの刈り取り作業や、ホウレンソウが廃棄された
現場を視察。坂田さんは「スーパーなどの店頭にあるものは安全と強調し
てほしい。出荷できないのは本当に困る、何とかして欲しい」と訴えました。
　JA 茨城旭村青果物管理センターでのヒアリングには、鉾田市周辺の首
長、JA、漁業関係者など約 80 人が参加。鬼沢市長が参加者を代表し、『出
荷停止や風評被害の損害補償などの対応を求める要望書』を岡田幹事長に
手渡しました。岡田幹事長は「出荷制限のかかっていないものも売れない、
みなさんの苦しい状況を改めて認識しました。国としても何とかしなけれ
ばならない。話を持ち帰って総理に報告します」と対応を約束してくれま
した。

民主・岡田幹事長に
風評被害対応を要望

「鉾田の野菜は全て安全です」
記者会見で安全宣言

　農産物の安全性を PRするため、市が独自に放射性物質の有無を調査（調
査機関：環境研究センター（つくば市）など）した結果、放射性物質が
検出されなかったことから、4月 6日にメロン（イバラキング、オトメ）、
ゴボウ、ニンジン、大根、サツマイモ、ナガイモの 6品目について安全宣言。
引き続き検査した結果を受け、21 日にはメロン（アンデス、クインシー）、
ミニトマトに、県などが実施したその他の野菜を含め記者会見。「鉾田の
野菜は全て安全です。安心して食べてください」と訴えました。

「鉾田を応援しよう」
鉾田へエール、信越放送が番組で特集

■民主・岡田幹事長に風評被害対応を要望
■「鉾田の野菜は全て安全です」記者会見で安全宣言
■鉾田へエール、信越放送が番組で特集
■県庁で野菜販売
■「がんばっぺ！鹿行市場」都内で PR販売収穫期を迎えたホウレンソウ。出荷制

限により出荷できず処分された。

　4 月 15 日、茨城県庁で開かれ
た「がんばれ茨城   野菜販売キャ
ンペーン」に、JA 茨城旭村、JA
かしまなだの両 JA が参加。ちぢ
み小松菜・みず菜・アスパラガス
のほかメロンやイチゴなどの販売
を行いました。このキャンペーン
は、風評被害による買い控えや価
格低迷などで苦しむ生産者を応援
しようと県などが企画。農産物が
特別価格で提供され、会場にはた
くさんの買い物客が来場し、大賑
わいとなりました。

県庁で野菜販売

　風評被害に苦しむ鉾田市を応援する
ため、信越放送「3時は！ららら♪」
番組スタッフが、4月 9日、鉾田市に
取材・撮影に訪れました。撮影には
鬼沢市長も参加し鉾田の野菜の安全性
を PR「鉾田の野菜を食べれば元気に
なります。鉾田の野菜を食べて元気に
なってください」と訴えました。その
後、市内の直売所やみず菜農家では、
風評被害で野菜が返品になったことや
出荷できないことを、メロン農家では
出荷を向かえ今後の風評被害を心配し
ていることをレポート。4月 14 日に
約 30 分の特集を組んで「鉾田市を応
援しよう」と長野県の皆さんに力強く
呼びかけてくれました。

　4月 23 日、東京・国立競技場近
くの明治公園で、鹿島アントラー
ズと横浜 F・Ｍ戦の試合前に風評
被害にあったホームタウンの農産
物や加工品を販売する「がんぱっ
ぺ！鹿行市場」が開催されました。
鉾田からは、メロン、ホウレンソウ、
イチゴなどのほか、メロンプリン
などの加工品を出品。農産物の安
全性をサポーターに PR しました。
当日は、アントラーズ OB で元日
本代表の名良橋晃さんも販売の応
援に駆けつけてくれました。

「がんばっぺ！鹿行市場」
都内で PR販売
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　申込締切　5/13（金）
募集戸数　　　1戸（鉾田市串挽 1311）
　　　　　　　（５４２７号）
申込書の配布先　○市役所都市建設課
　　　　　　　 ○旭市民センター
　　　　　　　 ○大洋市民センター
抽　選　会　　5/19（木）10：00 ～
場　　　所　　鉾田市役所　2階　大会議室
※入居資格がありますので、申込する方はお
　問合せください。

invite募集します
　県内でこれから農業を始める方や農業を始め
て間もない方を対象に、農業技術の基礎を体系
的に学べる研修を行います。

○営農支援研修（Ａコース）
　期間　6月 11 日 ( 土 ) ～ 9 月 30 日 ( 金 )
　（原則、水曜日の夜間と土曜日の日中に開講）
　対象者　野菜を中心とした本格的な農業経営
　　　　　を目指す概ね 45 歳までの方
　受講料　15,600 円
　申込締切　5/13( 金 )
○定年帰農者等支援研修（水稲入門コース）
　期間　6月 7日 ( 火 ) ～ 10 月 18 日 ( 火 )
　（原則、火曜日、金曜日の夜間に開講）
　対象者　農産物を販売し収入を得ようとする
　　　　　概ね 65 歳までの方
　受講料　10,800 円
　申込締切　5/13( 金 )
○定年帰農者等支援研修（野菜入門コース）
　期間　6月 22 日 ( 水 ) ～ 11 月 18 日 ( 金 )
　（原則、水曜日の夜間と土曜日の日中に開講）
　対象者　農産物を販売し収入を得ようとする
　　　　　概ね 65 歳までの方
　受講料　15,600 円
　申込締切　5/20( 金 )
◆定　員　　各 40 名
◆場　所　　県立農業大学校（茨城町長岡）
◆申込方法　農業改良普及センターを経由して、
　　　　　　農業大学校に申し込んで下さい。

問　市役所健康増進課　鉾田保健センター　☎ 33-3691

「からだスッキリ教室」参加者募集！

募集期間　　5/9( 月 ) ～ 20( 金 )
　「何か運動を始めたいが、どういう運動を
したらいいか分からない・・・」「自己流で
運動をしているが、これでいいのか心配・・・」
このような方を対象に、運動の教室を開催し
ます。ウォーキングや自宅でできる運動を中
心に行い、運動の習慣を身に付けていく教室
です。
　いろいろな運動を体験できますので、お気
軽にご応募ください。

応募条件　　鉾田市に住所を有する 40~65 歳
　　　　　　の方で、自宅でできる運動を身
　　　　　　に付けたい方（新規の方優先）
日程 (全 7回 )　 6/7・6/21・7/12・7/26
　　　　　　8/23・9/6・9/27( 火 )
時　　間　　10：00 ～ 11：30
場　　所　　鉾田保健センター
体験できる運動
　　　　　　リズム体操・マットサイエンス
　　　　　　筋力トレーニング・ピラティス
　　　　　　ウォーキング・ストレッチ等
費　　用　　無　料
定　　員　　30 名（先着順）

問     鹿行手話奉仕員養成委員会　FAX 0299-72-2661( 越地）
          　　　　　　　　　　　　       ☎ 090-3217-3811( 菅谷 )

鹿行手話講座

　手話によるコミュニケーションの技術・聴
覚障害の関連知識を習得し、手話活動を行い
得る手話奉仕員を養成します。
期間　5/14 ～ 3 月　毎土曜日　19：00 ～ 21：00
場所　潮来市立中央公民館（潮来市日の出）

　　　　　　　　　対象者
　　　　　　　　　①入門コース
　　　　　　　　　　初心者（高校生以上）
　　　　　　　　　②基礎コース
　　　　　　　　　　入門コース修了者
　　　　　　　　　　又は手話の基礎がある
　　　　　　　　　　程度できている方
　　　　　　　　　　（高校生以上）
　　　　　　　　　■いずれのコースも全 35 回
受  講  料　5,000 円 ( テキスト代別途 )
申込方法　受講当日、申込み下さい
　　　　　※事前の申込みは出来ません

元気いばらきっ子育成事業
問     レイクエコー　☎ 0299-73-2300 

　子どもたちの学校外での各種体験活動を充
実させるため、各種事業を実施し、心豊かな
人間性や自主性、創造性を育み、併せて家族
のふれあいの機会を提供します。

《活動テーマ》
　『春の夜空を観察しよう』
　内容　季節ごとの星座や月
　　　　の動きを観察し、天
　　　　体への興味を深める
　日時　5/14（土）　
　　　　19：00 ～ 21：00
　定員　家族 20 組
　『宇崎の森まるごと体験』
　内容　宇崎の森を散策し、そ
　　　　の季節に見られる植物
　　　　  を中心に観察し、自然
　　　　  の大切さについて学ぶ
　日時　5/28（土）　
　　　　10：00 ～ 12：00
　定員　家族 15 組

　『レゴロボットを作って遊ぼう』
　内容　ロボットを製作し、その
　　　　機能やデザインを楽しむ
　日時　6/11（土）
　　　　10：00 ～ 15：00
　定員　家族 30 組

場　所　  レイクエコー
参加対象　園児、小・中学生とその家族及び県民
参加料       無料（一部材料費・保険料が必要）
応募締切     定員になり次第、締切となります
問合先　　 詳しい内容については、レイクエコー
　　　　　 までご連絡ください。
　　　　　   http:/www.lakeecho.gakusyu.ibk.ed.jp/
　　　　　  lakeecho@lakeecho.gakusyu.ibk.ed.jp

　音楽活動の成果をホールで発表し

てみませんか？

　「サマーコンサート」とは・・・レイクエコー
にある「多目的ホール」を活用していただき
たくさんの方々に音楽活動の成果を発表する
場を提供し、支援している事業です。

実施日　　8/27（土）
場　所　　レイクエコー
　　　　　多目的ホール
公演時間　約 4時間

◆参加申込み
　応募締切　5/28( 土 )
　応募方法　詳しくは、レイクエコーまでご
　　　　　　 連絡ください。

http:/www.lakeecho.gakusyu.ibk.ed.jp/
lakeecho@lakeecho.gakusyu.ibk.ed.jp

市民農園　利用者募集中
問     市役所企画課　☎ 33-2111（内線 1301）

自分で作った野菜を食卓に！
利用資格　鉾田市内または鉾田市近隣在住
利用料金　3,000 円 / 年
　　　　　（3/31 までの年度契約）
面　　積　1区画　42 ㎡（6ｍ× 7ｍ）

コンビニ

至水戸
額

相

市営住宅 ( スカイタウン ) 入居者募集
問     市役所都市建設課　☎ 33-2111（内線 1274）

医療事務講座講習会
問     福祉事務所　子ども家庭課　☎ 33-2111（内線 1571）

　母子家庭等の就職支援対策の一環として、
自立促進を図るため実施しています。
対象者　　母子家庭の母及び寡婦の方
受講期間　6/12 ～ 11/22　土・日曜日   22 日間
　　　　　10：00 ～ 16：00（計 110 時間）
実施場所　母子福祉センター（水戸市）
受講料　　6,000 円（教材費等）
　　　　　(所得により、交通費の一部支給有
　　　　　  保険料等は自己負担 )
その他　　○全日程出席できる方でおおむね
　　　　　　母子家庭及び寡婦となり 7年以内
　　　　　　の方
　　　　　○託児所有（2歳児以上）
申込先　　申込書等詳しい内容については、
　　　　　子ども家庭課までご連絡ください。

応募締切　5/19（木）必着
【ワードの基礎講座】
実施期日　　6 /15( 水 ) ～ 17( 金 ) の 3 日間
　　　　　　9：00 ～ 16：00（計 18 時間）
内　　容　　最低限必要とされる使用方法の習得

【エクセルの基礎講座】
実施期日　　6/22( 水 ) ～ 24( 金 ) の 3 日間
　　　　　　9：00 ～ 16：00（計 18 時間）
内　　容　　最低限必要とされる使用方法の習得

実施場所　鹿島産業技術専門学院 ( 鹿嶋市林 )
定　員　各コース共　10 名（抽選）
受講料　各コース共　2,900円(テキスト代含む)
申込方法　『往復ハガキ』で一講座一人一葉（連名不可）

○ハガキの記載事項
　①講座名
　②氏名
　③〒住所
　④電話番号
　⑤年齢
　⑥職業 ( 会社名 )
　⑦昼間の連絡先
　　と電話番号

鹿島産業技術専門学院
在職者訓練講座
問     県立鹿島産業技術専門学院　☎ 0299-69-1171

レイクエコー
「サマーコンサート」出演者募集

問     レイクエコー　☎ 0299-73-2300

問     県立農業大学校　研修科　　　　☎ 029-292-0419
　　鉾田地域農業改良普及センター　☎ 0291-33-6193

「いばらき営農塾」受講者募集
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申請期限　5/24（火）
【減免対象】
□身体障害者等の方のために使用する軽自動
　車等で一定の要件を満たすもの。（身体障
　害者等が18歳以上の場合は、該当車両が本
　人名義であること。18歳未満の場合は、生
　計を一にする家族名義等であること）
□構造が専ら身体障害者等の利用に供するた
　めに改造された車両。（車検証に「障害者
　輸送用」等と記載されているもの）
□公益のため直接専用するものと認める車両。
【申請に必要なもの】
　○障害者手帳等（身体障害者手帳・精神障害者
　　保健福祉手帳・療育手帳・戦傷病者手帳）
　○軽自動車税の納税通知書
　○運転する方の免許証
　○軽自動車検査証　○印鑑
【その他】
◇車両の名義や障害の区分によっては減免に
　該当しない場合もあります。
◇普通自動車の減免を受ける方は該当になり
　ません。
【申請場所】
　市役所税務課
　旭市民センター税務担当窓口
　大洋市民センター税務担当窓口

軽自動車税の減免申請について

●広告サイズ　１枠　縦45㎜・横112㎜　２枠　縦45㎜・横227㎜
●　　色　　　４色（カラー）
●掲　載　料　１枠　１３，０００円　 ２枠　２６，０００円
●申 込 期 限　掲載を希望する発行月の前々月の20日まで
　　　　　　　（例）7月号を希望する場合は5月20日まで
　　市ホームページ又は市役所秘書室広報担当☎33‐2111内線（1212）

広報ほこた有料広告募！

問

　　   市役所税務課市民税係　☎ 33-2111（内線 1183・1184）問

農業委員会からのお知らせ
市役所農業委員会　☎ 33-2111（内線 1251・1252）問

　北浦の堤防での除草作業で発生した刈草を
無償でお分けします。
提供期間　春期：5月下旬～ 7月中旬 ( 予定 )
　　　　　秋期：8月下旬～ 10 月中旬 ( 予定 )
提供場所　申込時に確認下さい
申込方法　所定の申込書に必要事項を記入し
　　　　　て、鉾田出張所にお申込み下さい
申込期限　春期：5/31（火）
　　　　　秋期：8/31（水）
申込書　　霞ヶ浦河川事務所のホームページ
　　　　　又は鉾田出張所で取得可
　　　　　http://www.ktr.mlit.go.jp/kasumi/
刈草の種類　春期：ロール状にする前の刈草
　　　　　　　　又はロール状にした後の刈草
　　　　　秋期：ロール状にする前の刈草のみ

相談日　5/9（月）
　　　○ふる里見聞館
　　　（大洋総合支所敷地内）
　　　　　9:00 ～ 12:00
　　　○旭総合支所
　　　　　13:00 ～ 16:00
内　容
　 農業委員会に関する各
種申請書の受付と審査

刈草を差し上げます
国土交通省霞ヶ浦河川事務所　鉾田出張所　☎ 32-3381問

2011 年度スポーツ安全保険加入受付中
　　   ( 財 ) スポーツ安全協会茨城県支部　☎ 029-300-4710問

　スポーツ安全保険は、5名以上の団体を対
象とした保険で、アマチュアスポーツ・文化・
学童クラブ・ボランティア活動などの団体活
動に最適な保険です。
　掛金や保険金額は活動内容によって異なり
ます、詳しくは ( 財 ) スポーツ安全協会茨城
県支部までお問い合わせください。

　　     県労働政策課　☎ 029-301-3645問

生活支援・出張相談会

　就職を目指す皆さんに、生活支援に関する
情報提供や相談を行います。
日時　5/26（木）9：00 ～ 16：00
場所　鹿行地区就職支援センター
　　　（鉾田合同庁舎内：鉾田市鉾田 1367-3）

　

　　   レイクエコー　☎ 0299-73-2300問

レイクエコー学習団体成果発表会

日時　　5/29（日）　9：30 開演（9：00 開場）
場所　　レイクエコー　多目的ホール
定員　　308 名 ( 先着順 )
入場料　  無料
申込先　詳しくは、レイクエコーまでご連絡
　　　　ください。
　　　　http:/www.lakeecho.gakusyu.ibk.ed.jp/

　　   市役所社会福祉課　☎ 33-2111（内線 1565）問

6 月 1日「人権擁護委員の日」に
　『特設人権相談所』を開設します

日時　6/1（水）　10：00 ～ 15：00
場所　○鉾田中央公民館

○旭公民館
○大洋公民館

内容　差別問題、家庭内の問題、金銭貸借、
　　　借地借家、近隣間のもめごと等の相談

※相談無料・予約不要ですので、お気軽
　にご利用願います。

　　   市役所社会福祉課　☎ 33-2111（内線 1565）問

5 月 1日から 7日までは『憲法週間』です

　基本的人権の尊重は日本国憲法の重要な柱
の一つであり、すべての人の人権が尊重され
る社会が実現されなければなりません。
　憲法週間に当たり、身近で起こる差別や偏
見について一人ひとりが考え、人権尊重の意
識を高め、豊かな人間関係をつくりましょう。

受付開始　　5/16（月）
受付窓口 受付時間

市役所産業経済課 8：30 ～ 17：15
JA かしまなだ本店
　　　〃　　北支店 8：30 ～ 16：00

JA 茨城旭村本所
　　〃　　子生支所
　　〃　　樅山支所

8：30 ～ 16：00

　○臨時受付窓口　　旭市民センター
　　　6/9（木）　  9：00 ～ 17：00
　　大洋市民センター
　　　6/10（金）　9：00 ～ 17：00

　　   市役所産業経済課　☎ 33-2111（内線 1162・1166）問

平成 23年度
　農業用使用済廃プラスチック収集の登録

　　   社団法人茨城県不動産鑑定士協会　☎ 029-246-1222問

不動産鑑定士による不動産無料相談会

　不動産鑑定士が、不動産の価格などの相談
に無料でお応えします。
【水戸会場】
　6/6（月）9：30 ～ 12：00
　水戸市笠原町 978-25
　茨城県開発公社　3F　小会議室 3
【土浦会場】
　6/7（火）9：30 ～ 12：00
　土浦市大和町 9-1 ウララビル 5F
　茨城県県南生涯学習センター　小講座室 2　

申込方法　当日会場にてお申込ください

　けしの仲間には、法律で栽培が禁止されて
いるものがあります。外観の特徴から、園芸
用のけしと区別ができます。

植えては
いけないけし

植えても
よいけし

草　丈 一般に高い
(1m以上になるものが多い )

一般に低い
(1m以下のものが多い )

葉の特徴 ・緑が不規則なぎざぎざ
・葉上部の葉は茎を抱き込む

・深い切れ込みがある
・葉は一般に小さめ

毛 毛が少ない 全体が粗い ( 細かい )
毛で覆われている

果　実
花が終わるとだ円又は
球形の大きな果実
( 径 3～ 6㎝ )

花が終わると小さ
な果実(径1～2㎝)

◆植えてはいけない
けしを見かけました
ら、保健所にご連絡
ください。

高　橋
ピアノ教室
TEL 0291（33）6221
鉾田市鉾田2243-2

生徒さん募集中です！
　小さいお子様から大人
の方まで、幅広くピアノ
の楽しさを教えます。
　興味のある方は、お気
軽にご連絡ください。

レッスン料♪ ( 月４回 )
　保育所・幼稚園児・大人 3,000 円
　小中学生 4,000 円、高校生 5,000 円

旧鉾田駅

鉾神社

駅前郵便局

農機店
NTT

ピアノ教室

　　   市役所総務課防災交通係　☎ 33-2111（内線 1283）問

平成 23年『春の全国交通安全運動』

　４月からの入学シーズンで、子どもたちが
新たに通園・通学を始めたり、年度が替わる
ことで人や車の動きが活発に変化することな
どから、交通事故の多発が懸念されます。
　そこで、交通ルールの遵守と正しい交通マ
ナーの実践を習慣づけ、一人ひとりに交通安
全意識を高めていただくことを目的として、
「春の全国交通安全運動」を展開します。
　また、５月２０日は「交通事故死ゼロを目
指す日」です。　
　期間　　5/11( 水 ) ～ 20( 金 )　10 日間

　　   鉾田保健所　☎ 33-2158問

植えてはいけないけしと植えてもよいけしの見分け方

鉾田市社会福祉協議会　☎ 32-5831

鉾田市老人福祉センターともえ荘
5月 1日より通常営業しています
問

　　
法務局の常設人権相談所の電話番号が

　全国統一の番号となりました。
　統一電話番号　0570-003-110
　（全国共通ナビダイヤル・有料）

　※PHS・一部の IP 電話等からはご利用できない場合があります

電話相談の方にお知らせ

いばらき就職・生活総合支援センター
生活支援専用ダイヤル　029-232-1245
受付時間　平日、土曜日の 9：00 ～ 17：00

日曜日、祝日、年末年始は休業

電話による相談
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健康カレンダー （5/３～6/３まで掲載）

鉾田保健センター 
旭 保 健 センター 
大洋保健センター 

問

市立図書館休館日5月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

休館日

一般相談（13：00～15：00）
2日前までに予約

弁護士相談（10：45～15：00）
予約制

鉾田市社会福祉協議会
　　　　鉾田本所　
　　　　旭  支  所　
　　　　大洋支所　

問

心配ごと相談
旭 鉾田 大洋

5月 26（木）
旭学共施設

12（木）
大洋公民館

6月 9（木）
社 協 本 所

23（木）
大洋公民館

行政相談  （定例）

市役所総務課秘書室
☎33－2111（内線1211）

問

　5/11（水）　17：00～19：00
　　　　　  鉾田中央公民館

つくば（9：00～21：00） ☎029－852－9999
大　阪（24時間対応）　　 ☎072－727－2499
日本中毒情報センター http://www.j-poison-ic.or.jp/

中毒110番

毎日（20：00～23：00） ☎0299－82－3817
鹿嶋市宮中1998-2  鹿島保健センター内

夜間小児救急診療所

毎日（18：30～23：30）
日曜日・祝日・年末年始（9：00～17：00）
☎029－254－9900（短縮ダイヤル＃8000）

茨城子ども救急電話相談

電話案内（24時間対応） ☎029－241－4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

茨城県救急医療情報システム

鉾田警察署 ☎34－0110
鉾田消防署 ☎34－0119
旭 出 張 所 ☎34－4119
大洋出張所 ☎34－5119
火災情報テレホンサービス ☎32－2119

一般の問合せ

医 療 機 関 案 内

警察・通報　110
火災・救急　119

火 災 ・ 緊 急

　　防災無線を聞き逃した時は
防災無線テレホンサービス ☎34－8770
 ☎34－8771

納税カレンダー
軽自動車税 全期 納期限

5/31（火）固定資産税 1期

■献血の日程については、新聞折り込みなどのチラシ
　によりご協力ください。

精神保健事業
事業名 場所（時間） 5月

デイケア 鉾　田
（9：30～11：30） 6・13・20・27・6/3（金）

フリークラブ 大　洋
（9：30～15：00）

9・16・23・30（月）
（事前申込制）

事業名 場所（項目） 5月

乳児健診 鉾　田 11（水）
（H23．1生）

育児相談
旭 24（火）
鉾　田 11（水）
大　洋 17（火）

幼児
健康診査 鉾田

1歳半健診 20（金）
（H21.10生）

2歳児歯科検診
6（金）

（H20.10生）
6/3（金）

（Ｈ20.11生）

3歳児健診 12（木）
（H20.1生）

機能回復
訓練

（リハビリ）

旭 11・25（水）
鉾　田 12・26・6/2（木）
大　洋 6・20・27（金）

休日診療
電話番号 5月

ハタミ病院 33-3158 3・22
高 須 病 院 33-2131 4・15
鉾 田 病 院 32-3313 5・8
北浦整形外科 33-2136 29

市役所総務課秘書室
☎33－2111（内線1211）

問

毎月開催しています！
市民と市長の朝市トーク

とき　5/9（月）旭総合支所
　　　6/6（月）鉾田市役所
※時間は8：15～9：15

市の木　サクラ 市の鳥　ウグイス市の花　ヒマワリ

鉾田市メール配信サービス
□インターネット（HPへアクセスして登録）
 https://service.sugumail.com/hokota/member/
 □携帯電話（次のアドレスへ空メールを送信し、登録確認 
 メールが届いてから画面の指示に従って登録してください。）  

                                       t-hokota@sg-m.jp

☎33－3691
☎37－1411
☎39－4866

☎32－5831
☎37－3571
☎34－5200

ひばりくん防犯メール
 □携帯電話（次のアドレスへ空メールを送信し、登録確認 
 メールが届いてから画面の指示に従って登録してください。）  

add@mail1.police.pref.ibaraki.jp　　　　　

市役所健康増進課　☎33－2111（内線1533）問

食の安全安心支援事業の検査手数料が変わりました
問　市農業振興センター　☎ 34-4377

  ４月４日に行われた朝市トークでは、震災被害の
復旧などが話題となりました。

変　更　前

検査手数料
17,500 円

市助成額
35,000 円

検査費実額　52,500 円
( 消費税分 2,500 円を含む )

１検体　17,500 円
(15,000 円＋検査費の消費税分 )

変　更　後

検査手数料
20,000 円

市助成額
32,500 円

検査費実額　52,500 円
( 消費税分 2,500 円を含む )

１検体　20,000 円
(17,500 円＋検査費の消費税分 )

※検査の内容 (200 成分検査）及び受付日時に変更はありません。

　農業振興センターでは、自主的な残留農薬検査の実施を推進するた
め「食の安全安心支援事業」を創設し、検査費用の一部を助成してい
るところですが、一定の事業推進が図ることができ、皆様の事業の利
用状況が増加したことをふまえた結果、平成23年4月1日より、皆様に
ご負担いただく検査手数料を、下記のとおり1検体17,500円から、1検
体20,000円に変更させていただくことになりました。
　皆様にはご理解賜りますよう、ご協力お願いいたします。

鉾田市職員採用試験のお知らせ
問　市役所総務課　☎ 33-2111（内線 1222・1223）

職務内容　　　一般事務
採用予定人数　若干名
受験資格             S61.4.2 ～ H2.4.1 生まれ
                              で「試験案内」に記載さ
                              れた欠格事項に該当しな
                              い 4 年制大学卒業者
                              (H24.3 卒業見込者含む )
試　　験　　　1次試験　7/24( 日 )
　　　　　　　　茨城大学 ( 水戸市 )
　　　　　　　　筆記試験・作文
　　　　　　　2次試験　9月を予定
　　　　　　　　鉾田市役所
　　　　　　　　集団討論・面接
受験申込用紙　鉾田市役所
　　　　　　　総務課で配布

※郵送希望の場合
　宛先を明記し 120 円切手を貼った返
　信用封筒 ( 角 2 判 ) を下記へ送付し
　てください。
　〒 311-1592
　鉾田市役所　総務課　人事係

受験申込受付
○持参の場合
　月曜～金曜（祝日を除く）
　8：30 ～ 17：15
○郵送の場合
　5 月 31 日 ( 火 )必着

受付期間　5/2( 月 ) ～ 31( 火 )

受
○
　
　
○

9月に 2回目の採用試験を予
定しています。
対象者：大学・短大・専修学校
　　　　・高校の卒業者
　　　　(H24.3卒業見込者含む)
※大卒者の方は 7/24 実施の試験
　との重複応募は出来ません。


